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今
年
度
の
全
国
大
会
は
、
長
崎
県

で
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
兼

ね
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
日
時

1
1
月
2
0
日
（
金
）

2
1
日
（
土
）

〇
会
場

ベ
ネ
ッ
ク
ス
長
崎

ブ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

国
際
会
議
場

〇
テ
ー
マ

『
共
に
生
き
る
社
会
の
力
』

～
支
え
合
い
、
学
び
合
い
、

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
平
和
な

未
来
～

〇
記
念
講
演

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
氏

イ
ラ
ン
出
身
。
孤
児
院
で
育
ち

8
歳
で
来
日
。

俳
優
・
タ
レ
ン
ト
・
映
画
監
督

大変見やすくなりました。是非検索を！
https://www.hamayu-mizumaki.com/

今
年
度
の
福
精
連
大
会
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

〇
日
時

8
月
2
8
日(
金)
1
3
時
3
0
分
開
会

〇
会
場

ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

〇
参
加
費

会
員
・
当
事
者
無
料

賛
助
会
員
千
円
・
一
般
２
千
円

〇
内
容

【
講
演
】
精
神
障
害
者
ケ
ア
の
脱
家
族
化

～
本
人
と
親
双
方
の
自
己
実
現
を

志
向
す
る
実
践
～

【
講
師
】
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部

教
授

塩
満
卓
氏

【
第
２
部
】
家
族
会
・
事
業
所
事
例
発
表

はまゆう家族会の活動に、ご理解と

ご協力をいただける方を募っています。

≪年会費≫   個人様 1口 3,000円

団体様 1口 10,000円

岡垣町の神谷真幸様がご加入頂きました。

誠にありがとうございました。

岡垣町民生委員・児童委員協議会の

皆様から、利用者さんのために活用

してくださいとのことで、いただき

ました。

誠にありがとうございました。

理
事
長

楢
橋

恭
一

「
に
も
包
括
」
は
国
の
事
業
化
か
ら
９
年
が
経
過
し
、
令
和
４
年
１
２
月
の
精
神

保
健
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
包
括
的
支
援
の
確
保
が

初
め
て
法
律
上
に
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
改
正
を
踏
ま
え
、
今
後
は
「
地
域
版

に
も
包
括
」
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

遠
賀
郡
に
は
、
四
町
の
町
長
会
を
は
じ
め
、
行
政
や
地
域
団
体
で
四
町
連
携
す
る

基
盤
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
、
精
神
保
健
福
祉
も
相
談
・
支
援
体
制
を

郡
域
で
一
体
的
に
運
用
す
る
仕
組
み
を
整
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
各
町
で
専
門

窓
口
を
個
別
に
設
置
す
る
よ
り
、
郡
域
で
一
本
化
し
た
方
が
質
も
効
率
も
高
く
な
る

の
で
は
と
思
い
、
以
下
の
具
体
例
を
考
え
ま
し
た
。

①
「
遠
賀
郡
精
神
保
健
ま
る
ご
と
相
談
窓
口(

仮
称)

」
的
な
も
の
を
設
置
し
、
相

談
内
容
を
四
町
・
保
健
所
・
医
療
機
関
・
社
協
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

②
医
療
・
福
祉
・
地
域
住
民
が
同
時
並
行
で
支
援
で
き
る
郡
域
型
の
推
進
協
議

会
の
設
置

③
郡
域
で
一
体
運
用
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
保
健
所
に
「
精
神
保
健
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
仮
称
）
」
的
な
も
の
を
配
置
し
て
、
保
健
所
を
司
令
塔
と

し
た
郡
域
横
串
モ
デ
ル
の
構
築

等
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
精
神
保
健
を
支
え
る
包
括
的
な
支
援
体
制
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

制
度
整
備
と
同
時
に
、
精
神
保
健
を
地
域
文
化
と
し
て
根
付
か
せ
る
取
り
組
み
も

不
可
欠
で
す
。
「
精
神
保
健
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
行
政
・
医

療
・
福
祉
・
地
域
住
民
が
継
続
的
に
学
び
合
い
支
え
合
う
風
土
を
育
む
こ
と
が
、
当

事
者
や
家
族
の
孤
立
を
防
ぎ
、
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
法
の
基
本
理
念
に
は
、
「
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
地
域
社
会
で
役
割
を
持
ち
、
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
理
念
を
遠
賀
郡
で
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
や
家
族
が
孤
立
せ
ず
、

安
心
し
て
相
談
で
き
る
場
と
、
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
の
両
方
が
必
要
で
あ
り
、

郡
域
で
の
一
体
運
用
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

当
会
で
長
年
に
わ
た
り
監
事
を

さ
れ
た
渡
部
諄
子
様
が
、
去
る
2
月

に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

後
任
の
監
事
と
し
て
、
加
賀
淳
子
氏

に
お
引
き
受
け
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
加
賀
淳
子
氏

小
・
中
学
校
の
P
T
A
会
長
を

経
て
、
2
0
0
5
年
か
ら
現
在
も

水
巻
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
巻
町
社
会
教
育
委
員
、

水
巻
町
障
が
い
者
施
策
推
進
協
議

会
委
員
、
水
巻
町
福
祉
施
策
推
進

協
議
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
て
、
障

が
い
者
福
祉
に
も
造
詣
が
深
く
、

福
岡
県
の
委
託
事
業
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
、
精
神
障
が
い
者
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
水
巻
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
の
皆
様
に
は
、
何
度
も
ご
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
1
0
6
回
こ
ん
ぼ
亭
の
見
逃
し
配
信
の
視
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時

8
月
2
3
日
（
日
）
1
0
時
開
会

〇
会
場

は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〇
内
容

【
講
演
】
知
ら
ず
に
損
し
て
な
い
？

も
ら
え
る
お
金
と
減
ら
せ
る
支
出

【
講
師
】
日
本
福
祉
大
学
健
康
学
部

教
授

青
木
聖
久
氏
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ま
ず
は
「
に
も
包
括
」
の
基
本
理
念
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
共
生
の
精
神
】

精
神
障
が
い
を
持
つ
方
を
、
隔
離
・
入
院
さ
せ
て
治
療
を
す
る
対
象
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
「
地
域
で
共
に
生
き
る
一
員
」
と
し
て
迎
え
る
精
神
で

あ
る
こ
と
。
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
、
地
域
社
会
で
役
割

を
持
ち
、
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
。

【
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
支
援
精
神
】

か
っ
て
日
本
の
精
神
医
療
は
、
社
会
的
入
院
（
本
来
な
ら
退
院
出
来
る
の

に
受
入
先
が
な
い
た
め
の
長
期
入
院
）
が
課
題
だ
っ
た
が
、
「
入
院
医
療
か

ら
地
域
生
活
へ
」
を
地
域
で
本
気
で
推
進
す
る
精
神
で
あ
る
。
退
院
後
の
住

ま
い
の
確
保
や
、
地
域
で
の
生
活
支
援
（
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
、
就
労
支

援
）
を
包
括
的
に
提
供
す
る
こ
と
。

【
本
人
主
体
（
リ
カ
バ
リ
ー
）
の
精
神
】

単
に
お
世
話
を
す
る
だ
け
で
な
く
本
人
の
「
こ
う
生
き
た
い
」
と
い
う
意

思
や
希
望
（
リ
カ
バ
リ
ー
）
を
最
優
先
的
に
尊
重
す
る
精
神
で
あ
る
。

本
人
と
伴
走
し
な
が
ら
、
地
域
の
多
様
な
人
々
と
つ
な
が
り
を
作
っ
て

い
く
こ
と
。

こ
の
基
本
理
念
を
実
際
の
形
と
す
る
た
め
に
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
各

分
野
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
て
「
有
機
的
に
ど
う
包
括
さ
れ
る
か
」
が
、
大

事
と
思
い
ま
す
。

当
施
設
で
も
実
際
あ
っ
た
事
例
と
し
て
、
１
８
歳
か
ら
１
８
年
間
ひ
き

こ
り
状
態
で
あ
っ
た
男
性
を
、
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
が
、
就
労
サ
ー
ビ
ス

に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
地
域
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
男
性
は
、
ま
だ
ひ
き
こ
も
り
が
続
い
て

い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
地
域
を

包
括
的
に
捉
え
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
進
め
た
よ
い
事
例
と
思
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
地
域
で
包
括
的
と
は
言
え
な
い
局
面
に
支
援
員
と
し
て
、
壁

に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
各
分
野
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
ず
に
包
括

的
に
、
当
事
者
一
人
ひ
と
り
が
人
生
の
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
せ
る
チ
ー
ム
に

な
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
地
域
連
携
推
進
会
議
を
6
月
3
0
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
本
会
議
は
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
地
域
代
表
と
し
て
町
民
児
協
会
長
や
地
元
地
区
の
民
生
委
員
、
保

護
者
代
表
や
利
用
者
代
表
、
当
施
設
の
施
設
長
と
職
員
、
理
事
長
、
業
務

執
行
理
事
が
参
加
し
て
、
現
状
報
告
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

添
付
資
料
を
も
と
に
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
や
夜
間
の
見
守
り
体
制

や
利
用
に
か
か
る
月
額
費
用
や
家
賃
補
助
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
説
明
し

透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
が
な
さ
ま
し
た
。

ま
た
、
資
料
は
利
用
者
が
守
る
べ
き
共
同
生
活
の
ル
ー
ル
や
、
実
際
に

提
供
さ
れ
る
夕
食
の
献
立
写
真
も
掲
載
し
、
暮
ら
し
の
様
子
が
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
、
地
域
社
会
と
の
良

好
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
安
心
で
き
る
居
住
環
境
を
維
持
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
の
場
で
は
、
参
加
者
か
ら
の

意
見
や
質
問
を
受
け
、
地
域
社
会
と
の
良
好
な
関

係
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
運
営
透
明
化
の

戦
略
的
背
景
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
に
見
ら
れ

る
福
祉
を
不
当
な
利
益
追
求
の
手
段
と
す
る
営
利

優
先
の
経
営
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
著
し
く
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
の
尊
厳
を
損
な
う

重
大
な
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
の
で
、
当
施

設
は
こ
う
し
た
業
界
の
不
健
全
な
動
向
と
一
線
を

画
し
、
倫
理
的
卓
越
性
を
備
え
た
組
織
を
目
指
す

た
め
に
、
「
地
域
連
携
推
進
会
議
」
は
、
当
施
設

に
お
い
て
単
な
る
報
告
会
で
は
な
く
外
部
監
査

機
能
と
な
り
、
組
織
が
「
透
明
性
」
を
宣
言
す
る

こ
と
は
、
単
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
で

は
な
く
、
信
頼
を
再
構
築
す
る
た
め
の
不
可
欠
な

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
議
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
施
設
内
を
視
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
居
場
所
を
目
的
に
、
毎
日
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
た
ち
は
、
就
労
継
続
B
型
と
併
用
し
て
い
る
方
が
多
く
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
作
業
と
余
暇
活
動
の
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
、
曜
日
を
決
め
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
消
化
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
月
曜
日
は
ト
ラ
ン
プ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
T
V
鑑
賞
を
し
、
特
に

ト
ラ
ン
プ
で
は
、
勝
ち
た
い
と
い
う
意
欲
が
出
て
、
必
死
に
な
っ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
す
。

ま
た
、
月
１
回
八
幡
西
区
に
あ
る
事
業
所
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
済
み
の
紙
屑
を
回
収
に
行
っ
て
い
ま
す
。

木
曜
日
は
、
ス
ー
パ
ー
6
か
所
の
買
い
物
巡
り
、
直
方
に
あ
る
農
産
物

直
売
所
で
は
、
直
売
所
か
ら
新
幹
線
を
３
回
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
新
幹

線
が
通
っ
た
時
に
は
満
面
笑
顔
で
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

金
曜
日
は
、
調
理
実
習
を
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
メ
ニ
ュ
ー
会
議
を
実

施
し
、
当
事
者
か
ら
の
食
べ
た
い
物
の
意
見
を
聴
き
、
隔
週
ご
と
に
米
を

使
っ
た
食
べ
物
、
米
以
外
の
パ
ン
、
麵
類
の
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
日

頃
の
疲
れ
を
と
る
方
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
た
い
た
め
に
利
用
す
る
方

な
ど
皆
さ
ん
の
目
的
は
様
々
で
す
。

所
長

伊
福

深
一

セ
ン
タ
ー
長

坂
栗
さ
つ
き

5
月
3
1
日
に
今
年
度
の
家
族
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
、
ま
ず
福
精
連
総
会
で
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
川
本
茂
子
さ
ん
へ
授
与
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
事
業
の
報
告
・
計
画
と
決
算
・

予
算
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
参
加
者
を
4
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
「
精
神
障
が
い
」
と
一

口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
多
様
な
疾
患

や
特
性
が
あ
り
、
家
族
が
抱
え
る
課
題
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
今
回
は
、
同
じ
課
題
を
抱
え

る
家
族
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
語
り

合
っ
た
こ
と
で
、
互
い
の
体
験
に
深
い
共
感

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
か
ら
得
た
工
夫
や
知
恵
が
共
有
さ
れ
、

多
く
の
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

後
日
の
振
り
返
り
で
は
、
「
こ
の
懇
談
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
ま
ず
は
年
2
回
の
開
催

か
ら
始
め
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
懇
談
会
に
名
称
を
付
け
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
検
討
し
た
結
果
、

『
絆
カ
フ
ェ
』
と
い
う
名
前
に
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
『
絆
カ
フ
ェ
』
が
今
後
も
継
続
し
、

名
称
の
と
お
り
家
族
同
士
の
絆
が
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
深
ま
り
強
ま
っ
て
い
く
場
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


